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第４回福祉用具専門相談員研究大会概要 

 
 
【開 催 日】 令和５年６月２２日（木） 

【大会テーマ】 持続可能な介護保険制度に向けた福祉用具サービスの役割 

～ 福祉用具サービスにおける科学的な介護の実践 ～ 

【会   場】 ＫＦＣホール（東京都墨田区横網１－６－１） 

         ※オンライン併用 

【主   催】 第４回福祉用具専門相談員研究大会実行委員会 

【共 催】 一般社団法人日本福祉用具供給協会 

一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 

【大 会 長】 小野木 孝二（一般社団法人日本福祉用具供給協会 理事長） 

【副 大 会 長】 記虎 孝年 （関西シルバーサービス協会 理事長） 

【大 会 概 要】 特別講演１題・口述発表３８題 

【参 加 者 数】 １，３１９名（現地参加３６０名、オンライン参加９５９名） 

【後 援】 厚生労働省､東京都保健福祉局 

（一社）回復期リハビリテーション病棟協会、（公社）関西シルバーサービス協会､

（一社）こうしゅくゼロ推進協議会､国際医療福祉大学大学院､姿勢活動ケア研究会、

（一財）ＪＡＳＰＥＣ、（一社）シルバーサービス振興会､（公社）全国国民健康保険

診療施設協議会、（一社）全国デイ･ケア協会､全国福祉用具相談･研修機関協議会､（公

社）全国老人福祉施設協議会、（公社）全国老人保健施設協会､（公財）テクノエイド

協会､（特非）東京都介護支援専門員研究協議会､（一社）ナチュラルハートフルケア

ネットワーク、（公社）日本医師会､（一社）日本介護支援専門員協会､（公社）日本介

護福祉士会､（一社）日本義肢協会､（公社）日本義肢装具士協会､（一社）日本車椅子

シーティング協会､（一財）日本車椅子シーティング財団、（一社）日本ケアマネジメ

ント学会､（一社）日本言語聴覚士協会､(一社)日本在宅介護協会､（一社）日本作業療

法士協会､（公社）日本社会福祉士会､（一社）日本褥瘡学会､（一社）日本生活支援工

学会､（一社）日本ノーリフト協会､（一社）日本福祉用具･生活支援用具協会､（公

財）日本訪問看護財団､（公社）日本理学療法士協会､（公社） 日本リハビリテーショ

ン医学会､（特非）日本リハビリテーション看護学会､（一社）日本リハビリテーショ

ン工学協会､（一社）日本リハビリテーション病院･施設協会､福祉用具プランナー研究

ネットワーク※50 音順 
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第４回福祉用具専門相談員研究大会 開催報告 

大会テーマ：持続可能な介護保険制度に向けた福祉用具サービスの役割 

～ 福祉用具サービスにおける科学的な介護の実践 ～ 

 

 

令和５年６月２２日（木）、第４回福祉用具専門相談員研究大会を開催いたしました。 

遠方からも参加しやすいよう、前回大会同様に現地とオンラインのハイブリッド開催と

いたしました。その結果、前回大会を上回る 1,319 名（うち現地会場 360 名）と大変多くの

方々にご参加をいただき、盛会のうちに終えることができました。 

 

開会にあたり、小野木大会長からは「介護保険が財政逼迫、人材不足の２つの観点から危

機に直面しているが、福祉用具はこの２つの危機を解消する社会的な役割を果たせるもの

であるからこそ正しい福祉用具を正しいタイミングで提供していくことが重要であり、科

学的なエビデンスが求められる」と大会テーマに基づいた挨拶がありました。 

そして、来賓を代表して厚生労働省高齢者支援課福祉用具・住宅改修指導官の内田正剛様

よりご祝辞を賜りました。 

続く特別講演では、埼玉県立大学理事長の田中滋様より「医療・介護の変容と将来：30年

間の進化を踏まえ 2040 年に備える」をテーマに、人手不足がより深刻化する 2040 年を見

据えた介護業界のあり方などを分かりやすくご講演いただきました。 

午後からは３つの会場に分かれて口述発表がそれぞれ実施されました。 

第一会場では勝平純司座長による口述１「効果的な福祉用具の利用促進、福祉用具メーカ

ーとの連携・協働」、山下陽子座長による口述４「科学的な介護の実践」の発表が行われま

した。 

第二会場では、淵上敬史座長による口述２「福祉用具安全利用に向けた取組」、髙砂裕子

座長による口述５「地域・多職種連携・事業所の取組」の発表が行われました。 

第三会場では、畠山浩座長による口述３「経験３年未満相談員の福祉用具導入事例」の発

表が行われたあと、老健事業のセミナーや報告が行われました。 

全ての演題発表が終了した後、第一会場においてシンポジウムが開催され、５名の座長が

シンポジストを、コーディネーターを東畠弘子氏（国際医療福祉大学大学院教授）が務めま

した。シンポジウムでは各口述発表の総括に始まり、大会テーマを通した福祉用具専門相談

員に対する提言や、次回大会に向けた問題提起やエールをいただきました。 

最後に閉会式では、第５回大会の大会長を務める記虎孝年副大会長が、第４回大会が無事

終了したことに対する御礼と、第５回大会の予告及び抱負を述べて第４回大会は幕を閉じ

ました。 
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【開会式】 10:00～10:30
（第一会場）

開会挨拶　小野木孝二大会長

来賓挨拶　厚生労働省老健局高齢者支援課　内田 正剛 様

【特別講演】 10:30～11:30
（第一会場）

講師　埼玉県立大学理事長・慶応義塾大学名誉教授　田中 滋 様
演題　「医療・介護の変容と将来：30年間の進化を踏まえ2040年に備える」

第４回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表１】効果的な福祉用具の利用促進、福祉用具メーカーとの連携・協働
（第一会場） 12：40～14：05

座長：東洋大学 福祉社会デザイン学部人間環境デザイン学科 教授　勝平 純司 氏

【口述発表２】福祉用具安全利用に向けた取組
（第二会場） 12：50～14：05

座長：株式会社ウィズ ASチーム 課長　淵上 敬史 氏

【口述発表３】経験３年未満相談員の福祉用具導入事例
（第三会場） 12：50～14：05

座長：エイジライフ株式会社 営業部 統括課長　畠山 浩 氏

【口述発表４】科学的な介護の実践
（第一会場） 14：25～15：50

座長：アルジョ・ジャパン株式会社 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部ｸﾘﾆｶﾙﾄﾚｰﾅｰ　山下 陽子 氏

第４回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表５】地域・多職種連携・事業所の取組
（第二会場） 14：25～15：50

座長：一般社団法人南区医師会 居宅介護支援センター 管理者　髙砂 裕子 氏

【事業報告】　老健事業特別セミナー 14：25～14：55
（第三会場）

発表者：ｴﾑ･ｱｰﾙ･ｱｲ ﾘｻｰﾁｱｿｼｴｲﾂ株式会社　谷澤 由香理 氏

【事業報告】　老健事業報告 14：55～15：35
（第三会場）

報告者：一般社団法人日本福祉用具供給協会
　　　　一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会

【ランチョンセミナー】 14：55～15：35
（第三会場）

協賛：シーホネンス株式会社
　　　パラマウントヘルスケア総合研究所

第４回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【シンポジウム】 16：10～17：20
（第一会場）

コーディネーター：東畠弘子氏
シンポジスト　　：勝平座長、淵上座長、畠山座長、山下座長、髙砂座長

【閉会式】 17：20～17：30
（第一会場）

閉会挨拶　記虎孝年副大会長

第４回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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アンケート概要
■実施時期：2023年6月22日（木）～30日（金）
■調査方法：eメールによるwebアンケート様式の配布・回収
■回収状況：発送数1,198人／回収数401人／回収率33.5％

１．回答者の基本属性について

２．全体の感想について

第４回福祉用具専門相談員研究大会　参加者アンケート集計結果

（単位：人）

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 総計 構成比

福祉用具専門相談員 64 81 137 58 6 4 350 87.3%

リハ職 2 3 3 0 0 0 8 2.0%

その他医療職 0 0 1 0 0 0 1 0.2%

ケアマネジャー 1 1 0 0 0 0 2 0.5%

メーカー 1 3 2 7 0 0 13 3.2%

その他 3 3 6 7 8 0 27 6.7%

総計 71 91 149 72 14 4 401 100.0%

構成比 17.7% 22.7% 37.2% 18.0% 3.5% 1.0% 100.0%

人数 構成比

とても良かった 126 31.4%

良かった 230 57.4%

どちらともいえない 37 9.2%

あまり良くなかった 3 0.7%

無回答 5 1.2%

総計 401 100.0%
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３．次回の参加について

４．オンライン併用の開催方法について

５．その他ご意見など（自由記述）

人数 構成比

オンラインで参加したい 185 46.1%

時間があれば参加したい 86 21.4%

現地で参加したい 64 16.0%

どちらともいえない 26 6.5%

参加の予定はない 21 5.2%

他の社員も参加させたい 17 4.2%

無回答 2 0.5%

総計 401 100.0%

回答 人数

今後のサービスの質向上に活かしたい 7

アーカイブ視聴できるところが良い 7

今後も継続して開催してほしい 6

現地で交流が図れて良かった 5

運営がスムーズだった 4

オンラインで参加できて良かった 4

発表の水準が上がっていると感じた 3

時間がタイトに感じた 3

今後もエビデンスを追求してほしい 3

各発表時間が短く感じる 3

オンラインにて会場による音量が異なった 2

その他 13

総計 60

人数 構成比

大変良い 225 56.1%

良い 169 42.1%

あまり良くない 6 1.5%

無回答 1 0.2%

総計 401 100.0%
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シルバー産業新聞 2023 年 3 月 10 日号 
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福祉介護テクノプラス 2023 年 2 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉介護テクノプラス 2023 年 7 月号 

 

 

 

 

 

シルバー新報 2023 年 6 月 16 日号 

- 13 -



 

シルバー産業新聞 2023 年 6 月 10 日号 
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2023 年 6 月 22 日 

「福祉用具サービスこそが介護保険の危機を救

う」 専門相談員大会が開催 

 

 

 

 

 

 

 

《 研究大会で挨拶する小野木孝二大会⾧（22 日）》 

 

22 日、今年の福祉用具専門相談員研究大会が開催された。【Joint 編集部】 

 

4 回目となる今回のテーマは、「持続可能な介護保険制度に向けた福祉用具サービス

の役割」。副題として、「福祉用具サービスの科学的な介護の実践」を掲げている。参加

者はリアルとオンラインでおよそ 1300 人。 

 

「介護保険は財政逼迫、人材不足の 2 つの観点から危機に直面している」 

 

大会長を務める日本福祉用具供給協会の小野木孝二理事長は、壇上でこう問題を提

起。「これをどうカバーするのか、どのように混乱を避け、制度として存続させていくの

かが問われている」との認識を示した。 

そのうえで、「福祉用具は介護サービスの中でコスト的に最も安価だ。介護人材の不足

を補うサービスでもある」と指摘。「つまり“2 つの危機”を解消する社会的な役割を果た

すことができる。その役割は今後ますます大きくなる」と語った。 

 

続けて「だからこそ、正しい福祉用具を正しいタイミングで提供していくことが重要」と強

調。「科学的なエビデンスに基づく判断がなされてこその福祉用具事業だ。どこに焦点

を当て、どのようなデータを活用し、どのような知識を用いるのか − 。専門相談員の専

門性が問われていく」と呼びかけた。 

 

来賓として挨拶した厚生労働省の担当者は、「科学的介護が求められている。福祉用

具の提供で PDCA サイクルを回していくために、サービス提供内容や必要な情報を適

切に記録して振り返るなど、エビデンスに基づいて対応していく必要がある」と説明し

た。今後の施策の方向性としては、「PDCA サイクルの推進を通じたサービスの質の向

上、福祉用具の利用安全などに向けた更なる検討が重要」と述べた。 
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介護ニュースJoint 2023年6月22日



2023 年 6 月 23 日 

田中教授「変えられる未来は変えよう。でないと

乗り切れない」 介護現場の革新を促す 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 講演する田中滋慶應大学名誉教授 22 日 》 

 

今年の福祉用具専門相談員研究大会が 22 日、リアルとオンラインのハイブリッドで開

催された。【Joint 編集部】 

 

国の審議会の会長など多くの要職を務めてきた、慶應義塾大学の田中滋名誉教授が

講演。人手不足がより深刻化する 2040 年を見据えた介護業界のあり方などを語った。 

 

「このままでは 2040 年以降は乗り切れない」。田中教授は 1000 人を超える聴衆に対

し、介護現場で様々なテクノロジーを活用していくことの重要性を訴えた。 

 

これから介護ニーズが一段と高まっていくこと、人手不足が介護だけでなく幅広い業界

で顕在化していくことなどをあげ、こうした全体のトレンドは大きくは変えられないと説

明。「では何が変えられるのか。1 つは ICT 化、DX などで生産性を向上させ、サービス

の質を落とさずに働く人の必要数を減らすことだ」と指摘した。 

配膳や掃除、記録、見守り、体位変換の一部などを例に出し、「人手不足が避けられな

い以上、“これはどうしても人間でなければできない”ということ以外は、機械にどんどん

任せていけばいい」と提言。「積極的に取り入れる努力をして、徐々に使い慣れていけ

ば変わっていく」と対応を促した。 

 

田中教授は最後に、「介護職は要介護者だけでなく、日本で日々働いている幅広い世

代の人たちの生活を支えている。誇りを持ちましょう」とエールを送った。あわせて、「変

えられない未来もあるが、まだ変えられる未来についてはやはり変えていく必要があ

る」と呼びかけた。 
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シルバー新報 2023 年 7 月 7 日号 
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シルバー産業新聞 2023 年 7 月 10 日号 
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動画アーカイブ視聴画面（視聴期間：2023/6/28～7/31）
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第４回福祉用具専門相談員研究大会 大会組織 

 

大 会 長 小野木 孝二（一般社団法人日本福祉用具供給協会理事長） 

副大会長 記虎 孝年 （公益社団法人関西シルバーサービス協会理事長） 

大会顧問 幸田 正孝 （元 厚生省事務次官） 

     山内 繁  （元 国立障害者リハビリテーションセンター研究所長） 

 

 

第４回福祉用具専門相談員研究大会 実行委員会 

 
委員長       米本 稔也 （フランスベッド株式会社） 

倫理委員会委員長  白澤 政和 （国際医療福祉大学大学院） 

査読委員会委員長  東畠 弘子 （国際医療福祉大学大学院） 

委員        千葉 博  （株式会社サカイ・ヘルスケアー） 

          肥後 一也 （株式会社カクイックスウィング） 

          安居 寛道 （株式会社トーカイ） 

          古沢 林太郎（株式会社トーカイ） 

          中村 一男 （全国福祉用具専門相談員協会） 

          川口 隆  （全国福祉用具専門相談員協会） 

          福島 伴彦 （全国福祉用具専門相談員協会） 

          柳田 磨利子（全国福祉用具専門相談員協会） 

          池本 和樹 （全国福祉用具専門相談員協会） 

          伊藤 広成 （日本福祉用具供給協会） 

          淡路 陽子 （日本福祉用具供給協会） 

運営協力      小林 毅  （日本医療科学大学） 

顧問        酒井 博人 （綜合メディカル株式会社） 
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